
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１２月３０日              NO,５８８ 

 

     観音寺 

 生枝の観音寺は、天台宗比叡 

山延暦寺の末寺で、開基は伝承 

によると天元年間（９７８～９ 

８３）に鎮守府将軍の多田満仲 

と伝えられています。 

 中興開山は、比叡山の天台座主尊雲法親王に仕えていた栄

宗法印で、元弘２年（１３３２）といわれています。 

 観音寺には、不動明王を安置した護摩堂があり、役小角（役

行者）の像が祀られていたことなどから栄宗法印は、修験者

として活動していたと考えられています。 

 観音寺の正式な名称は「想台山西光院観音寺」で、山号の

想台山は、想台山の麓にあることからつけられたものです

が、想台山は修験の山（行場）の一つとの伝えもあります。 

           本堂の前には、市指定重要文化財の

灯篭（写真上）があり、元禄４年（１

６９１）に建立されたもので、二親の

菩提のため奉納されたものです。 

           護摩堂の裏には、中興開山の栄宗法

印の供養塔である五輪塔（写真左）が

あります。（市指定重要文化財） 

建立は、南北朝時代の文和４年（１

３５５）です。 
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 テラス沼田整備事業に２億９，４０９万円を追加する、一般会計補正予

算（第５号）を審議した臨時市議会が、１１月２２日に開かれました。 

                 日本共産党市議団は、これまでに追

加工事の内容が市民にも議会にも知ら

されてこなかったこと、財政課との協

議も充分おこなわれず、計画的な財政

運営がおこなわれていないことなどの

問題点を指摘し反対しましたが、補正

予算は賛成多数で可決されました。 

 １２月定例市議会は４日開会し、寄付による市道路線の認定、テラス沼

田への移転にともなう新庁舎用の机、椅子、カウンター、キャビネット、

ロッカーなどの庁用備品などの購入契約、庁舎等複合施設整備改修工事の

請負契約の変更、平成３０年度一般会計補正予算（第６号）など２８件の

議案が市長から提案され、審議されます。 

 一般質問は、６日、７日、１０日、１１日の４日間で、１４人がおこな

います。（１日４人の議員がおこないます） 

大東議員の一般質問 

１， 新年度予算編成について 

２， 防災のまちづくりについて 

３， 奨学金について 

※大東議員の一般質問は、１１日の午前１１時１５分ごろからです。 

 伊賀市の有害鳥獣対策の大きな特徴は、地域が主体と

なって追い払い、捕獲、防護に取り組むことによって、

大きな成果を上げ、被害を激減させていることです。 

 とりわけサルについては、集落からサルが逃げるまで

集団で追い払い、サルに恐怖感を覚えさせ、遠隔監視・

操作ができる移動可能な大型捕獲檻を設置し、一度に多

頭数を捕獲する、支柱に電気を通す多獣種防護柵（おじ

ろ用心棒）の設置で侵入を防いでいました。 

 地域が主体となり、追い払い、捕獲、防護対策に取り

組めば、被害を大きく減らすことが証明されていました。 

 １１月２７日告示された昭和村議選は、立候補を届け

出たのが９人（現職７人、新人２人）だったため、日本

共産党の林幸司議員は無投票で再選を果たしました。 

                林議員は当選後、「国

保税の引き下げや給食

費の無料化、乗り合い

タクシーの運行など、

村民のくらしを支える

村政実現に全力で頑張

ります」と語りました。 


